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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末から無線基地局へのアップリンク上でランダムアクセス手順を実行する方法で
あって、前記携帯端末内で、
　前記アップリンクの伝送タイミングの調整値を示す同期情報を要求する同期要求を伝送
するステップと、
　前記同期要求に応じた前記同期情報を受信するステップと、
　データ伝送資源についての資源要求を伝送するステップと、
　前記同期情報の受信に応じて同期タイマーを開始するステップと、
　前記資源要求に応じた資源情報を受信するステップと、
　前記資源情報に従って資源を利用してデータを伝送するステップと、
　を含み、
　前記同期タイマーの終了までの前記アップリンク上の前記データの伝送タイミングは、
前記同期情報に従って調整され、
　前記同期タイマーの終了後に、あらゆるデータ伝送よりも前に再同期が要求される、
　方法。
【請求項２】
　更なるデータが伝送される場合、少なくとも１つの更なる資源要求を伝送するステップ
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記同期タイマーは、前記同期情報の予測される妥当性に従って設定される、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記同期タイマーは、前記携帯端末の測定された速度に従って設定される、請求項１～
３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　同期を保つために少なくとも１つのｐｉｎｇ信号を伝送するステップを更に含む、請求
項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ｐｉｎｇ信号は、シグナリングデータを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ｐｉｎｇ信号は、前記同期タイマーの終了時に伝送される、請求項５または６に記
載の方法。
【請求項８】
　前記ｐｉｎｇ信号は、前記アップリンク上で受信されるポーリング要求に応じて伝送さ
れる、請求項５～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　携帯端末から無線基地局へのアップリンク上でランダムアクセス手順を実行する方法で
あって、前記無線基地局内で、
　前記アップリンクの伝送タイミングの調整値を示す同期情報を要求する同期要求を受信
するステップと、
　前記同期要求に基づいて、前記同期情報を伝送するステップと、
　データ伝送資源についての資源要求を受信するステップと、
　前記同期要求の受信または前記資源要求の受信のうちの少なくとも１つに応じて、同期
タイマーを開始するステップと、
　前記資源要求に応じた資源情報を伝送するステップと、
　前記資源情報に従って、資源をスケジューリングするステップと、
　を含み、
　前記同期タイマーの終了までの前記アップリンク上のスケジューリングされた前記資源
を利用したデータの伝送タイミングは、前記同期情報に従って調整され、
　前記同期タイマーの終了後に、あらゆるデータ伝送よりも前に再同期が要求される、
　方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの更なる資源要求を受信するステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記同期タイマーの終了時にｐｉｎｇ信号についての要求を伝送するステップを含む、
請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　１以上のコンピュータデバイスで実行されたときに請求項１～１１のいずれか１項に記
載のステップを実行するためのプログラムコード部分を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に格納された、請求項１２に記載のコンピュータ
プログラム。
【請求項１４】
　携帯端末から無線基地局へのアップリンク上でランダムアクセス手順を実行するように
適応された携帯端末であって、
　前記アップリンクの伝送タイミングの調整値を示す同期情報を要求する同期要求を伝送
するように適応された同期要求構成要素と、
　前記同期要求に応じた前記同期情報を受信するように適応された同期応答構成要素と、
　データ伝送資源についての資源要求を伝送するように適応された伝送制御構成要素と、
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　前記同期情報の受信に応じて同期タイマーを開始するように適応されたタイマー構成要
素と、
　を備え、
　前記伝送制御構成要素は、前記資源要求に応じて受信される資源情報に従った資源を利
用してデータを伝送し、
　前記同期タイマーの終了までの前記アップリンク上の前記データの伝送タイミングは、
前記同期情報に従って調整され、
　前記同期タイマーの終了後に、あらゆるデータ伝送よりも前に再同期が要求される、
　携帯端末。
【請求項１５】
　携帯端末から無線基地局へのアップリンク上でランダムアクセス手順を実行するように
適応された無線基地局であって、
　前記アップリンクの伝送タイミングの調整値を示す同期情報を要求する同期要求を受信
するように適応された同期要求構成要素と、
　前記同期要求に基づいて、前記同期情報を伝送するように適応された同期応答構成要素
と、
　データ伝送資源についての資源要求を受信するように適応された資源スケジューリング
構成要素と、
　前記同期要求の受信または前記資源要求の受信のうちの少なくとも１つに応じて、同期
タイマーを開始するように適応されたタイマー構成要素と、
　を備え、
　前記資源スケジューリング構成要素は、前記資源要求に応じて伝送される資源情報に従
って、資源をスケジューリングし、
　前記同期タイマーの終了までの前記アップリンク上のスケジューリングされた前記資源
を利用したデータの伝送タイミングは、前記同期情報に従って調整され、
　前記同期タイマーの終了後に、あらゆるデータ伝送よりも前に再同期が要求される、
　無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して無線ネットワークの無線インターフェースに関し、より詳細には、モ
バイルネットワークのエアインターフェースに関する。さらに詳細には、本発明は無線イ
ンターフェース上でランダムアクセス手順（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ）を実行する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、携帯電話だけでなく、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ）、ノート型パソコン等の他の携帯端末も無線インターフェースを介して無線ネ
ットワークでデータを交換する。一般に、ネットワークの無線基地局は、ネットワークを
通して端末から受信したデータを受信者に向けてルーティングして、ネットワーク側から
受信したデータを携帯端末に向けて無線インターフェース上で伝送することによって、携
帯端末にサービスを提供する。
【０００３】
　周波数（帯域）、時間（伝送フレーム内で利用可能なタイムスロット）、および伝送電
力等の、利用可能な伝送資源は、一般的に限られており、そのため、可能な限り効率的に
利用される必要がある。この点において、基地局は、（基地局から端末への）ダウンリン
ク伝送に関してのみでなく、（端末から基地局への）アップリンク伝送に関しても、リソ
ースパラメータを制御する。基地局は、アップリンクに関して、携帯端末が無線インター
フェースの伝送方式に適切な精度で同期されることを保証しなければならない。この目的
のために、基地局は、受信したアップリンク信号を分析して、端末で使用されるアップリ
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ンク伝送パラメータに対して適切に調整された値を導き出して、必要な調整を示す同期情
報を携帯端末に向けて送信する。その後、携帯端末は、基地局から送信された同期情報に
従って携帯端末の伝送パラメータを調整する必要がある。同期情報は、（１以上の伝送パ
ラメータに対して、）伝送パラメータの値そのもの、または、その値に従って端末が伝送
パラメータを調整することを可能とする調整値、のどちらで構成されてもよい。
【０００４】
　端末からの信号が基地局で連続的に受信されて分析されるアップリンクコネクションが
存在する場合には、携帯端末の同期は容易な（ｓｔｒａｉｇｈｔ－ｆｏｒｗａｒｄ）方法
で行われてよいが、（例えば、電源が入ったとき、または、ハンドオーバー中のように）
端末が初めて接続を要求した場合、または、（端末がダウンリンクの受付のみを行う）ス
タンバイ状態から接続を要求した場合には、そのような分析は不可能である。これらの状
況では、同期を達成するためにランダムアクセス手順が実行される必要がある。
【０００５】
　ランダムアクセス手順は、他のいくつかの目的も達成する。例えば、端末は、（少なく
とも一時的には）基地局によってアドレス可能な識別を必要とする。さらに、端末は、基
地局がネットワークへの接続の供与を決定することができるようないくつかの情報を提供
する必要がある。さらに加えて、要求されるアップリンク／ダウンリンク資源に関するい
くつかの情報が、交換される必要がある。
【０００６】
　例えばランダムアクセス手順それ自体に関する資源の割当のような、あらゆる資源の割
当は、無線インターフェース上で利用される伝送方式に基づいている。容易な（ｓｔｒａ
ｉｇｈｔｆｏｒｗａｒｄ）割当方式は、半永久的な方法で特定のチャネルを予約すること
で構成されてもよい。特定のチャネルは、タイムスロットおよび周波数帯域のような特定
の直交資源（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）によって特定されてもよい。そ
の後、これらの特定の直交資源は、端末のアップリンク伝送のために端末によって使用さ
れてもよい。しかし、予約された資源は、他の端末による使用が阻止される。このことは
、携帯端末が予約されたチャネルを十分に使用しない場合には、（例えば、送信バッファ
が少しの間空になるので、）資源が浪費されることを意味する。一方、送信バッファが全
て使用されている場合には、予約された資源は、高速な伝送を可能とするために十分でな
い可能性もある。さらなる課題としては、この容易な割当方式は、容量が限られている、
すなわち、（利用可能な直交資源によって決定された）特定数の使用者だけしかサービス
を受けることができない。
【０００７】
　ランダムアクセス手順の実行中に、時間、周波数、および電力等のアップリンク伝送パ
ラメータは、無線基地局によってあらかじめ決められたような伝送方式と正しく合ってい
ない。したがって、例えば、近接したタイムスロット内で伝送されて、概してずれている
ランダムアクセスバースト（ｂｕｒｓｔ）の、同期された通常のバーストに対する干渉を
回避するために、直交方式では、追加的な資源がランダムアクセスに提供される必要があ
る。これらの余分な資源は、例えば、時間領域および周波数領域内で、それぞれ、ガード
期間（ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）およびガード帯域（ｇｕａｒｄ　ｂａｎｄ）から構成
される。
【０００８】
　端末に提供されるアップリンクチャネルは、例えば、ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　
Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システムで知られてい
る他の伝送方式では、非直交資源（ｎｏｎ－ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ
）に基づいている。すなわち、端末は、その端末のデータを任意のタイムスロットおよび
周波数帯域の少なくともいずれかを使用して送信してもよい。一方、そのようなシステム
は容量が限られていないので、使用者間の干渉は、同時に送信する端末の数が増加するに
つれて増加する。使用者間の干渉は、性能を低下させ、ひいてはスループットを低下させ
る。さらに、それぞれの端末の伝送電力を正しく制御するために、高速な電力制御が要求
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される。
【０００９】
　このように、前述で説明された課題のうち少なくともいくつかに対処し、効率的に資源
を利用するランダムアクセス手順が必要とされている。
【発明の開示】
【００１０】
　本発明のある側面によれば、無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実行す
る方法が提案される。本方法は、同期情報を要求する同期要求を送信するステップと、前
記同期要求に応答する同期情報を受信するステップと、前記同期情報に従って調整された
（例えば、設定または変更された）少なくとも１つの伝送パラメータに基づいて、データ
伝送資源を要求する資源要求を伝送するステップと、から構成される。
【００１１】
　無線インターフェースは、例えば、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）またはＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｔｌｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）ネットワークのよう
なモバイルネットワークのエアインターフェースであってもよい。本方法は、無線インタ
ーフェースを提供している無線ネットワークの無線基地局に対する接続を要求する携帯端
末内、または、ランダムアクセス手順を実行中のあらゆる他のデバイス内で実行されても
よい。
【００１２】
　同期要求を送信するステップおよび同期情報を受信するステップは、携帯端末と無線基
地局との間でシンボルが正しく同期を達成するために実行されてもよい。すなわち、特定
のタイムスロットの期間中に行われる端末のあらゆる伝送は、伝送されたシンボルが基地
局のタイムスロットを超えないように、基地局で対応するタイムスロットに収まる必要が
ある。
【００１３】
　同期要求は、アクセスバーストによって示されてもよい。アクセスバーストは、例えば
アクセスバーストによって占有される周波数帯域と期間とに基づいて、基地局が、端末か
らの伝送を基地局によって提供される伝送方式と合わせる調整を分析することを可能とす
るように形成される。
【００１４】
　同期要求は、携帯端末を基地局に同期するために要求される限られた量の情報だけを運
ぶ。例えば、同期ステップに特に適した一時的な、またはランダムな端末の識別子（ＩＤ
）が提供されてもよい。例えば、ＩＤは、同期ステップのみで使用されるので、少ないビ
ット数で構成されてもよい。一方、ネットワークアドミッションまたは要求された資源に
関する情報は、同期要求内では省略される。
【００１５】
　携帯端末は、受信した同期情報に従って携帯端末の伝送パラメータを調整してもよい。
したがって、資源要求は、無線インターフェース上で、すでにシンボルが正しく合ってい
る通常のバーストを使用して伝送されてもよい。資源要求は、使用者による交換および制
御データの少なくともいずれかのために要求される資源を特定してもよい。例えば、携帯
端末は、位置の更新に関して、専用の制御チャネルの割当てを要求してもよい。また、別
の一例では、端末は、（例えばアプリケーションデータのような）ユーザデータの転送に
関して、（例えばストリーミングデータのための）特定の帯域のデータチャネルの割当て
を要求してもよいし、または、特定のデータ量に対する伝送資源の割当てを要求してもよ
い。
【００１６】
　本発明の一変形例で、本方法は、さらに、資源要求に応答する資源情報を受信するステ
ップ、および、資源情報に従って資源を利用してデータを伝送するステップから構成され
る。さらに、基地局は、資源情報に加えて、例えば一時的なＩＤ等の制御情報を携帯端末
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に提供してもよい。一時的なＩＤは、同期ステップの間に使用されるＩＤと置き換えられ
てもよく、例えば、より大きなビット数で構成されてもよい。
【００１７】
　本方法は、更なるデータが伝送される場合、少なくとも１つの更なる資源要求を伝送す
るステップから構成されてもよい。この場合、先行する同期は要求されなくてもよい。
【００１８】
　本発明のある実施では、本方法は、同期情報の受信およびデータの伝送のうち少なくと
もいずれか１つに応じて、同期タイマーを開始するステップから構成される。端末と基地
局との間の同期は、端末がデータを送信している限り頻繁に行われて維持され、その結果
、基地局が受信信号を分析することが可能となる。データが全く伝送されない場合、特定
の期間内で、同期が薄れてなくなってもよい。このように、同期タイマーは、あらかじめ
定義された同期レベルを保証するように適切に設定されてよい。
【００１９】
　同期タイマーの終了時刻は、同期情報の妥当性の予測に従って設定される。例えば、終
了時刻は、携帯端末および基地局内の電子回路に関する許容範囲に従って設定されてもよ
い。本発明の一変形例で、同期タイマーの終了時刻は、測定された相対速度に従って設定
されてもよい。例えば、携帯端末が基地局と比較して高速で移動する場合、終了時刻は短
い値に設定される。同期タイマーの終了時刻は、端末のセルの変更の予測に基づいてもよ
い。セルの変更が発生すると、新しい基地局との同期が要求される。
【００２０】
　本方法は、同期タイマーの終了時に更なる同期要求を伝送するステップから構成されて
もよい。この変形例で、終了時刻は、同期内のあらゆるフェージング（ｆａｄｉｎｇ）を
考慮してもよい。
【００２１】
　本発明のいくつかの実施で、本方法は、さらに同期を保つためにｐｉｎｇ信号を伝送す
るステップから構成されてもよい。ｐｉｎｇ信号は、空のデータまたはダミーペイロード
から構成されてもよいが、ｐｉｎｇ信号は、ｐｉｎｇ信号と共に伝送されるために送信バ
ッファ内に意図的に保持されていた信号データ（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｄａｔａ）から構
成されてもよい。信号が、通常の（規則的な）伝送資源を使用して、資源効率のよい方法
で無線インターフェース上での同期の維持を保証することが可能なように、ｐｉｎｇ信号
は、同期が薄れてなくなる前に送信されてもよい。信号データが伝送されない場合、（無
線インターフェース上の資源を浪費しないために、）ｐｉｎｇ信号は、可能な限り少ない
データ量で構成されてもよい。
【００２２】
　ｐｉｎｇ信号は、同期タイマーの終了時に、伝送されてもよい。この場合、終了時刻は
、同期が薄れてなくなる時間より小さい値に設定されてもよい。それに加えて、または、
その代わりに、ｐｉｎｇ信号は、無線インターフェース上で受信されるポーリング要求（
ｐｏｌｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）に応じて伝送されてもよい。基地局は、携帯端末から
の信号の伝送をトリガーとして、―周期的にまたは必要に応じて―、ポーリング要求を送
信するように構成されてもよい。
【００２３】
　本発明の第２の側面によれば、無線インターフェースに関してランダムアクセス手順を
実行する方法が提案される。本方法は、同期情報を要求する同期要求を受信するステップ
と、前記同期要求に基づいて、前記同期情報を伝送するステップと、前記同期情報に従っ
て調整された少なくとも１つの伝送パラメータに基づいて、データ伝送資源を要求する資
源要求を受信するステップと、から構成される。
【００２４】
　本方法は、無線インターフェースを提供する無線基地局で実行されてもよい。例えば、
無線基地局は、ＧＳＭネットワーク内の基地局サブシステムのＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａ
ｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）またはＢＳＣ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｅｎ
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ｔｅｒ）であってもよいし、または、基地局は、ＵＭＴＳネットワーク内のノードＢ（Ｎ
ｏｄｅ－Ｂ）またはＲＡＮ制御装置（ＲＡＮ－ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）であってもよい。
【００２５】
　同期要求は、携帯端末によって無線インターフェース上で伝送されてもよい。無線基地
局は、少なくとも１つの伝送パラメータの調整値を計算して、携帯端末の伝送を無線基地
局によって提供される伝送方式と合わせるための同期情報を決定するために、（アクセス
バーストによって示される）受信した同期要求を分析してもよい。同期情報に基づいて、
端末は、その端末の１以上の伝送パラメータを調整して、その後、調整された伝送パラメ
ータに基づいて資源要求を伝送してもよい。
【００２６】
　無線基地局は、さらに、資源要求に応答する資源情報を伝送するステップと、資源情報
に従って、資源をスケジューリングするステップとを実行してもよい。本発明のある実施
で、本方法は、更なるデータ伝送のために、少なくとも１つの更なる資源要求を受信する
ステップから構成される。携帯端末および無線基地局が互いに同期している限り、最初の
同期ステップの繰り返しは要求されない。
【００２７】
　本発明の一変形例で、本方法は、同期要求の受信、資源要求の受信、およびデータの受
信のうち少なくとも１つに応じて、同期タイマーを開始するステップから構成される。タ
イマーの値は、あらかじめ定義されていてもよいし、または、受信された同期要求内に含
まれた情報に従って設定されてもよい。この実施は、さらに、タイマーの終了時にｐｉｎ
ｇ信号に関する要求を伝送するステップから構成されている。その場合、タイマーの終了
時刻は、推定上で同期がまだ十分に正しく行われているように設定されていてもよく、ｐ
ｉｎｇ信号は、通常の伝送バーストの形式で送信されてもよい。それに加えて、または、
その代わりに、無線基地局は、ｐｉｎｇ信号に関する要求が規則的なアップリンクトラフ
ィックの分析に基づいて伝送されるかどうかを決定してもよい。
【００２８】
　本発明の更なる側面によれば、本稿で記載された発明のあらゆる側面の方法のステップ
を実行するためのプログラムコードの一部分から構成されるコンピュータプログラム製品
が提案される。そのコンピュータプログラム製品は、例えば携帯端末または無線ネットワ
ークの無線基地局等の１以上のコンピュータデバイスで実行される。コンピュータプログ
ラム製品は、例えば、ハードドライブ、メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、またはＤＶＤ等の、コン
ピュータ読み取り可能なあらゆる記憶媒体に格納されてもよい。それに加えて、または、
その代わりに、コンピュータプログラム製品は、ダウンロードサーバによってダウンロー
ドのために提供されてもよい。コンピュータプログラム製品のダウンロードは、例えば、
インターネットを介して達成される。
【００２９】
　本発明の更なる側面では、無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実行する
ように適応された携帯端末が提案される。そのデバイスは、同期情報を要求する同期要求
を伝送するように適応された同期要求構成要素と、同期要求に関連付けられた同期情報を
受信するように適応された同期応答構成要素と、同期情報に従って調整された少なくとも
１つの伝送パラメータに基づいて、データ伝送資源を要求する資源要求を伝送するように
適応された伝送制御構成要素と、から構成される。
【００３０】
　本発明のさらなる側面によれば、無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実
行するように適応された無線基地局が提案される。基地局は、同期情報を要求する同期要
求を受信するように適応された同期要求構成要素と、同期要求に基づいて、同期情報を伝
送するように適応された同期応答構成要素と、同期情報に従って調整された少なくとも１
つの伝送パラメータに基づいて、データ伝送資源を要求する資源要求を受信するように適
応された資源要求構成要素と、から構成される。同期要求構成要素は、受信された同期要
求に基づいて少なくとも１つの伝送パラメータの調整値を計算するように適応された従属
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構成要素（ｓｕｂ－ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）から構成されてもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下では、添付図面に示された実施形態例を参照しながら、本発明がさらに説明される
。以下の記載では、本発明のよりよい理解を提供するために、限定の目的ではなく説明の
目的で、特定の通信プロトコルおよび特定のノード等を含む特定のネットワークタイプの
ような、特定の詳細が説明される。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有す
る者にとって、本発明はこれらの特定の詳細とは別の他の実施形態で実施されてもよいこ
とは明らかである。例えば、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者で
あれば、本発明は、本発明を説明するために以下で議論されるモバイルネットワークとは
別の無線ネットワークで実施されてもよいことが、十分に理解できる。さらに、本発明は
、無線インターフェース上でランダムアクセス手順（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒ
ｏｃｅｄｕｒｅ）が実行されるあらゆる無線ネットワークで実施されてもよい。これは、
例えば、ＨＩＰＥＲＬＡＮネットワークを含む（ＨＩＰＥＲＬＡＮは、無線ローカルネッ
トワークの標準である。）。
【００３２】
　本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者であれば、さらに、本稿にお
いて以下で説明される機能は、個々のハードウェア回路、プログラムされたマイクロプロ
セッサまたは汎用コンピュータと連動して機能するソフトウェア、特定用途用集積回路（
ＡＳＩＣ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ）、および１以上のディジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）のうちのいずれか、またはこれらの組み合わせを使
用して実装されてもよいことが十分に理解できる。本発明が方法として記載されるとき、
その方法は、コンピュータのプロセッサ、および、そのプロセッサに連結されたメモリの
内部で具現化されることも十分に理解される。メモリは、プロセッサによって実行される
時に本稿で開示される方法を実行する１以上のプログラムと共にエンコードされる。
【００３３】
　図１は、無線インターフェース１０６を介して互いにデータを交換する携帯端末１０２
と無線基地局１０４とを含む通信システム１００の一実施形態を図示している。基地局１
０４は、モバイルネットワーク１０８に属している。
【００３４】
　データ交換のためのコネクションを確立するために、携帯端末１０２は、基地局１０４
を介してネットワーク１０８に接続する。ランダムアクセス手順は、端末を無線インター
フェース１０６の伝送方式と同期するため、および、端末に資源を与えるために、（さら
に、可能であれば他の目的のために、）実行される必要がある。準備ステップとして、端
末１０２は、基地局１０４によってサービス中の無線セルにブロードキャストされるダウ
ンリンク制御チャネル（ＤＣＣＨ：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）１１０を受け付ける。ＤＣＣＨは、例えば、セルＩＤおよびネットワークＩＤ、使用さ
れる伝送方式に関するチャネル設定、ランダムアクセス関連情報、および、コネクション
確立のためのパラメータを通知してもよい。
【００３５】
　その後、携帯端末１０２は、ブロードキャストされた情報に基づいてランダムアクセス
手順を実行する。その手順は、同期情報を要求する同期要求を示すアクセスバースト１１
２の伝送を含む。無線基地局１０４は、アクセスバースト１１２を分析し、伝送パラメー
タの設定、または、無線インターフェース１０６上で端末１０２の伝送を伝送方式と合わ
せるための調整を決定し、同期応答１１４内で、端末１０２に適切な伝送パラメータの設
定または調整値を含む同期情報を送信する。
【００３６】
　携帯端末１０２は、伝送パラメータの設定または調整値を同期応答１１４から取り出し
、それに従って携帯端末１０２の伝送パラメータを設定または調整する。その後、端末１
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０２は、新しい伝送パラメータに基づいて、要求された伝送資源を示す資源要求１１６を
伝送する。その後、基地局１０４は、無線インターフェース１０６でのデータ交換（アッ
プリンク、ダウンリンク）のための適切な資源を携帯端末１０２に提供してもよい。
【００３７】
　図２は、無線インターフェース２０２上でランダムアクセス手順を実行するように適応
された携帯端末２００の一実施形態の機能ブロック図を図示している。端末２００は、図
１の携帯端末１０２の実施であってもよい。
【００３８】
　端末２００は、無線インターフェース２０２上でアンテナ２０６を介して伝送を制御す
るように適応された伝送制御構成要素２０４から構成される。端末２００は、さらに、同
期情報を要求する同期要求を伝送するように適応された同期要求構成要素２０８から構成
される。構成要素２０８は、要求を組み立てて、組み立てた要求を伝送制御構成要素２０
４に提供する。その後、伝送制御構成要素２０４は、提供された要求に従ってアクセスバ
ーストの伝送を制御する。
【００３９】
　端末２００は、さらに、同期要求に応答する同期情報を受信するように適応された同期
応答構成要素２１０から構成される。構成要素２１０は、無線インターフェース２０２か
らの同期応答を受信し、同期情報を取り出し、調整された伝送パラメータの指示を伝送制
御構成要素２０４に提供する。伝送制御構成要素２０４は、それに従って後続の伝送を制
御する。
【００４０】
　資源要求構成要素２１２は、無線インターフェース２０２上でのデータの伝送に関して
データ伝送資源を要求する資源要求を準備する。資源要求は、調整された伝送方式に従っ
て、すなわち、同期情報に従って調整された少なくとも１つの伝送パラメータに基づいて
、無線インターフェース２０２上で要求を伝送するように適応された伝送制御構成要素２
０４に、提供される。
【００４１】
　図３は、無線インターフェース３０２上でランダムアクセス手順を実行するように適応
された無線基地局３００の一実施形態の機能ブロック図を図示している。基地局は、図１
の基地局１０４の実施であってもよい。
【００４２】
　無線基地局は、無線インターフェース３０２を介して伝送情報を受信するためのアンテ
ナ３０４から構成される。基地局２００は、さらに、受信制御構成要素３０６から構成さ
れている。受信制御構成要素３０６は、例えば、無線インターフェース３０２に提供され
る様々なアップリンク伝送チャネルを分離するためのフィルタを含んでもよい。基地局３
００は、さらに、同期情報を要求する同期要求を受信するように適応された同期要求構成
要素３０８から構成されてもよい。構成要素３０８は、受信されたアクセスバーストを分
析し、基地局３００によって無線インターフェース３０２に提供された伝送方式とのずれ
を決定する。例えば、構成要素３０８は、携帯端末の伝送タイミング方式を基地局３００
によってサポートされるタイムスロット方式と適切に合わせるために要求されるタイミン
グアドバンス値（ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ　ｖａｌｕｅ）を決定してもよい。その
ようなずれの別の例は、携帯端末の伝送方式を基地局３００によってサポートされる伝送
方式と適切に合わせるために補正される周波数オフセットであってもよい。
【００４３】
　同期要求構成要素３０８は、伝送パラメータの調整の指示を同期応答構成要素３１０に
提供する。同期応答構成要素３１０は、伝送パラメータの調整を含む同期情報を含んだ同
期応答の準備をする。同期応答構成要素３１０は、基地局３００の（図示されない）伝送
制御構成要素の従属構成要素（ｓｕｂ－ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）であってもよい。伝送制御
構成要素は、概して、無線インターフェース上で無線基地局の伝送を制御する。
【００４４】
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　無線基地局３００は、さらに、同期情報に従って調整された少なくとも１つの伝送パラ
メータに基づいてデータ伝送資源を要求する資源要求を受信するように適応された、資源
スケジューリング構成要素３１２から構成されている。１以上の特定のアップリンクチャ
ネルが、基地局３００によってサポートされる伝送方式内で、伝送資源要求に提供されて
もよい。その後、構成要素３１２は、適切な伝送資源を決定してもよく、要求している携
帯端末に提供される資源の指示の伝送を引き起こしてもよい。
【００４５】
　図４は、無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実行する方法４００の一実
施形態のステップを図示している。その方法は、例えば、図２の携帯端末１０２内で、ま
たは、図２の携帯端末２００内で実行されてもよい。
【００４６】
　本方法は、例えば、無線インターフェース上でデータを交換するために、ランダムアク
セス手順が実行される必要があることを示す制御信号によって、ステップ４０２で開始さ
れる。ステップ４０４で、同期情報を要求する同期要求が伝送される。ステップ４０６で
、同期要求に応答する同期情報が受信される。ステップ４０８で、同期情報に従って調整
された少なくとも１つの伝送パラメータに基づいて、データ伝送資源を要求する資源要求
が伝送される。資源情報は、その資源要求に基づいて受信されてもよいし（図示されない
）、データは、資源情報に従って資源を使用して伝送されてもよい。さらにデータが伝送
される場合には（ステップ４１０）、さらなる資源要求が伝送される。それ以上データが
伝送されない場合には、本方法は、携帯端末を例えばスタンバイ状態にすることで、ステ
ップ４１２で終了する。
【００４７】
　　図５は、無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実行する方法５００の一
実施形態のステップを図示している。その方法は、例えば、図１の基地局１０４または図
３の基地局３００等の無線基地局内で実行されてもよい。
【００４８】
　本方法は、ステップ５０２で、同期情報を要求する同期要求を受信することで開始する
。受信された同期要求に基づいて、少なくとも１つの伝送パラメータ調整値が計算されて
もよい。ステップ５０４で、同期要求に基づいて同期情報が伝送される。ステップ５０６
で、同期情報に従って調整された少なくとも１つの伝送パラメータに基づいてデータ伝送
資源を要求する資源要求が受信される。資源情報は、資源要求に応じて伝送されてもよく
（図示されない。）、資源は、資源情報に従って基地局内でスケジューリングされてもよ
い。ステップ５０８および更に起こりうる後続ステップで、更なるデータ伝送のために更
なる資源要求が受信されてもよい。ステップ５１０で、本方法は終了する。
【００４９】
　図６Ａは、右に伸びる時間と、上に伸びる周波数とを有するランダムアクセスチャネル
６００の一実施形態を図示している。アクセスバースト６０２は、タイムスロット６０４
内で伝送される。それぞれのアクセスバースト６０２は、同期要求を示してもよい。アク
セスバースト６０２のタイミングは、無線インターフェースを提供する基地局のタイムス
ロット６０４のタイミングと正しく合っていないので、それぞれのタイムスロット６０４
内でガード期間が提供される必要がある。その結果、ランダムアクセスチャネル６００に
対して予約される時間資源は、低い効率で使用されることになる。
【００５０】
　図６Ｂは、伝送バースト６１２がタイムスロット６１４と正しく合っている伝送方式６
１０の一実施形態を図示している。タイムスロット６１４は、ユーザデータまたは制御デ
ータの伝送に割り当てられてもよい。一例として、タイムスロット＃１、＃２、および＃
３で示されたタイムスロットは、３つの携帯端末の伝送に割り当てられてもよい。それぞ
れの携帯端末の伝送パラメータは、正しく調整されており、したがって、非常に小さなガ
ード期間だけが要求される。逆に、利用可能な伝送資源が効率的に使用されるように、伝
送データを運ぶ伝送バーストは、タイムスロットの大部分を満たしてもよい。
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【００５１】
　図６Ａは、適切に合っていない、無線インターフェース上の時間資源の非効率的な使用
を図示しており、図６Ｂは、適切に合っている、無線インターフェース上の時間資源の効
率的な使用を図示している。同様の関係が、周波数および伝送電力等の他の資源に関して
も保たれる。
【００５２】
　図７は、実施形態の一例における携帯端末７０２と無線基地局７０４との間の通信を図
示している。ステップ７０６で、端末７０２によって、伝送パラメータに対する調整値を
要求している基地局７０４に同期要求が伝送される。アクセスバーストは、伝送資源を非
効率的に使用するので（図６Ａ参照）、同期要求内に含まれる情報は、最小限に制限され
る。例えば、同期要求と共には、伝送資源は要求されない。同期要求に応じて、ネットワ
ーク、すなわち基地局７０４およびネットワークの別のアクセス制御ノードのいずれかま
たは両方は、伝送パラメータの調整を決定するために、同期要求を運ぶアクセスバースト
を分析する。これらの調整は、同期情報として端末７０２に提供される。
【００５３】
　ステップ７０８で、資源要求は、携帯端末７０２から基地局７０４に送信される。要求
は、例えば、端末識別、データ量および要求された帯域のうち少なくともいずれか、（存
在する場合は）データに割り当てられた優先度、利用可能な伝送電力量に関する情報、お
よび、要求されたアップリンクデータ伝送に関するさらなる情報を含んでもよい。資源要
求は、基地局７０４から受信された同期情報に従って設定された伝送パラメータを使用し
て伝送される。したがって、伝送資源は効率的に利用される（図６Ｂ参照）。ステップ７
１０では、スケジューリングされた資源を利用して更なるデータが伝送される。
【００５４】
　端末７０２のコネクション確立前に実行されたような完全なランダムアクセス手順は、
少なくとも同期ステップ７０６および資源割当てステップ７０８から構成されてもよい。
さらなるデータが伝送される場合、端末７０２は、ステップ７１２でさらなる資源要求を
伝送してもよい。さらなる資源要求は、基地局７０４によって、さらにアップリンク内の
資源が与えられることで応答されてもよい。この時点でアップリンクはまだ同期中である
と考えられ、このように、ステップ７０６の反復は省略される。さらに、データはステッ
プ７１４で伝送される。
【００５５】
　基地局は、通常、受信された信号を分析し、伝送パラメータの調整値を決定するので、
アップリンクは、概して端末がアップリンク内でデータを伝送している限り、同期状態を
保っている。更新されたパラメータ調整は、その後、継続的に端末に提供されてもよい。
この手順は、端末がアップリンク内でのデータ伝送を停止した場合には実行されない。従
って、所定時間が経過した後に伝送パラメータは、もはや有効ではない、すなわち、同期
は薄れてなくなっている。
【００５６】
　タイマーメカニズムは、携帯端末および基地局のうち１つまたは両方で使用されてもよ
い。このメカニズムは、携帯端末で使用されるアップリンク伝送パラメータの妥当性に関
する指示を提供する。例として、タイマーは、端末が伝送パラメータの更新をちょうど受
信した場合、または、端末がアップリンクデータを伝送した場合に、再開始されてもよい
。一実施形態では、タイマーの終了時にアップリンク伝送パラメータが期限切れとなると
考えられ、あらゆる（さらなる）データ伝送よりも前に（再）同期が要求される。タイマ
ーの値は、固定値に設定されてもよいし、ネットワーク（基地局）または端末によって設
定可能であってもよい。例えば、タイマーの値は、基地局に対する端末の相対速度に依存
してもよい。端末が高速で移動する場合には、より小さなタイマーの値が使用される。
【００５７】
　図７に図示された別の一実施形態では、タイマーには、端末７０２と基地局７０４との
間の同期が薄れてなくなる前にタイマーが終了する可能性が高い終了値が設定されている
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。この設定では、いくつかの任意の信号が基地局に伝送される。その信号は、基地局が同
期状態を分析するという要求を満たすだけでよい。例えば、この要求には、“ｐｉｎｇ”
メカニズムが使用される。端末は、“ｐｉｎｇ”信号を伝送する（ステップ７１６）。“
ｐｉｎｇ”信号は、－インターネット領域で知られている“ｐｉｎｇ”メカニズムと同様
－、空のペイロードまたはダミーペイロードを運び、アップリンクの同期の測定に関する
基準を提供する目的だけを達成する。ｐｉｎｇ信号は、アップリンク内で他のデータが伝
送される必要がない場合に使用される。いくつかのクリティカルでない（ｕｎｃｒｉｔｉ
ｃａｌ）データがアップリンク上で運ばれる必要がある場合は、これらのデータの伝送は
、ｐｉｎｇ信号が送信されるまで遅延させられる。この場合、ｐｉｎｇ信号は、空のペイ
ロードまたはダミーペイロードの代わりに、クリティカルでないデータを運んでもよい。
一例として、ｐｉｎｇ信号は、チャネル品質報告を運ぶために使用されてもよい。
【００５８】
　他のユーザデータがアップリンク伝送に関して利用可能でない限り、ｐｉｎｇ信号は、
規則的な時間間隔で伝送されてもよい。ｐｉｎｇの時間間隔は、ネットワークおよび端末
の少なくともいずれかで固定で設定されてもよい。しかし、ｐｉｎｇの時間間隔は、端末
の状況に従って設定されてもよい。例えば、端末が高速で移動する場合、ｐｉｎｇ信号は
、高い周波数で伝送されてもよい。端末のスピードの見積もりは、ネットワークおよび端
末の少なくともいずれかの測定結果に基づいてもよいし、または、ダウンリンク内で提供
されるタイミング調整値のサイズに基づいてもよい。
【００５９】
　あらかじめ決定されていてもよい特定の期間の間に、信号データまたはユーザデータが
伝送に関してスケジューリングされなかった場合、端末は、ある程度の時間が経過した後
にアップリンクが同期状態でなくなるように、ｐｉｎｇ手順を停止する（図７のステップ
７１８）。
【００６０】
　一実施形態で、携帯端末によるｐｉｎｇ信号の伝送は、ネットワークによって制御され
てもよい。例えば、適切な瞬間に端末から例えばダミーデータ等のデータの伝送を引き起
こすために、基地局は、明確なポーリングメカニズムを使用してもよい。ポーリング方式
の１つの実施は、ダウンリンク内でゼロ方向の（ｚｅｒｏ－ｓｉｄｅｄ）ペイロードをス
ケジューリングするステップを含んでもよい。そうすることによって、端末に、ＡＣＫ（
Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）メッセージまたはＮＡＣＫ（Ｎｏｔ　Ａｃｋｎｏｗｌ
ｅｄｇｅｄ）メッセージ等のフィードバック信号で応答させてもよい。ポーリング要求の
タイミングは、端末内のｐｉｎｇタイマーに関して前述されたのと同様に決定されてもよ
い。端末内のｐｉｎｇタイマーおよびネットワーク内のポーリングタイマーの両方が、同
時に使用されてもよい。
【００６１】
　本稿で提案された技術は、ランダムアクセス手順を少なくとも２つの部分、すなわち、
同期の側面に対処する第１部分とリソースアドミッションの側面に対処する第２部分と、
に分割することから構成されている。このことは、分割されたそれぞれの部分に対して伝
送方式を最適化することを可能とする。同期が達成されると、端末が同期状態にある限り
は、さらに同期が要求されることはない。同期要求を示すアクセスバーストは、かなりの
量の伝送資源を使用するので、本稿で提案された技術に従って同期の数を減らすことによ
って、アップリンク内のかなりの量の伝送資源を節約することができる。（例えば、直交
ランダムアクセスチャネル等の）ランダムアクセスに対して無線インターフェースで提供
される資源は、より効率的に使用されることが可能となる。逆に、ランダムアクセスのた
めに予約される必要がある資源は、より少なくてよい。一度、完全に同期が達成されると
、一般にランダムアクセス手順中にアップリンク内で提供されるあらゆるさらなる情報は
、アップリンク資源を効率的に利用して伝送されることが可能となる。同期とリソースア
ドミッションが分割されるので、伝送に関して利用可能なデータがない場合でも、端末は
、様々な資源効率のよいメカニズムを利用して簡単に同期状態を維持することが可能であ
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【００６２】
　本発明は、好適な実施形態に関して記載されたが、この開示は説明の目的のためだけで
あることが理解されるべきである。したがって、本発明は、本稿に添付される特許請求の
範囲の範囲によってのみ限定されることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】通信システムの一実施形態を図示した説明図である。
【図２】携帯端末の一実施形態を図示した機能ブロック図である。
【図３】基地局の一実施形態を図示した機能ブロック図である。
【図４】携帯端末内の無線インターフェース上でランダムアクセス手順を実行するための
方法の一実施形態のステップを図示したフローチャートである。
【図５】無線基地局内の無線インターフェースに対するランダムアクセスチャネルを提供
する方法の一実施形態を図示したフローチャートである。
【図６Ａ】データ伝送方式の第１実施形態を図示した説明図である。
【図６Ｂ】データ伝送方式の第２実施形態を図示した説明図である。
【図７】携帯端末と基地局との間の伝送のシーケンスを図示したシーケンス図である。

【図１】 【図２】

【図３】
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